
















































































第 1図 計 器 安 定 時 間



































































































で,むしろ100秒の fixedtime法で行なう い.したがって100秒の fixedtime法を採
方が totalcountは多 くなるので誤差は少


































第 5図 高 濃 度 の 鉄 の 検 量 線
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2000 F言p g/nl 5000
第 6図 鉄 に よ る 吸 収 効 果
200 400 800 1000
〃g/mt
帝7図 ZrKαの位置における SrKβ,ULβ6のピーク強度
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第 3表 蒋 液 〔B〕分 析 結 果
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以上の数値か ら(9),(10)式を使って算出 した定量結果 と測定誤差は下記の通 りである.
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